
なお、次の定例議会は 12 月初旬に開会予定（日程未定）です。

　市議会（定例会・臨時会）は公開しており、どなたでも傍聴することができ

ます。（児童および乳幼児を除きます。また、傍聴規則に基づき入場をお断り

する場合があります。）

　傍聴を希望される方は、本会議当日に、４階までお越し下さい。（予約不要）

　傍聴人受付簿に、必要事項をご記入いただくだけで、特別な手続きはありま

せん。   

どんなグループですか。

市議会（定例会 臨時会）は公開しており どなたでも傍聴することができ

　メンバーのみなさんから、活動の楽しさが感じられるお話を
聞くことができました。
　活動拠点の古民家は、志々伎湾を望む少し高台にあり、のど
かで気が休まる所でした。
　皆さんも、ぜひ立ち寄って、魅力を感じてください。

ど なグル プですか

　平成23年（卯年）に発足し、６年目を

迎えます。

　現在は、60代から70代の色々な得意分

野をもつ15名で活動しています。

　ここでは何から何まで手作りしているの

で、若い方や都会から来る方にも物づくり

を体験してもらえたら良いですね。

　古民家を活用して、毎月第４土曜日に「カ

フェうさぎ」を開催しています。ここでは、

同町内外からいらっしゃる20名前後のお年寄

りに、メンバーが持ち寄った取れたて野菜や

新鮮な海産物を使ったおもてなし料理を低価

格でお出ししています。

　味噌などの調味料もメンバーで作ってるん

ですよ。

　それまで、志々伎に気軽に立ち寄れて、一息

つけるカフェ的なところがなかったので・・・。

　古民家を利用して、みんなの憩いの場づくり

をしたかったんです。

　定期的に朝市を開催しています。

　メンバーが作るお寿司やお団子を販売してい

ます。

　また、予約客限定ですが、この古民家を使っ

たレストラン「古民家ひらまつ」で素材にこだ

わった料理の提供もしています。

　来ていただくお年寄りの皆さんの喜ぶ顔が見

られて、私たちもうれしいです。顔がみれない

と心配します。

　次の開催日を心待ちにしてもらえると活動す

る励みになります。　

れまで、志々伎に気軽に立ち寄

的なと がなか た

います。

お団子を販売してい

名で活動しています。

家を活用して、毎月第４土曜日に「カ

さぎ」を開催しています ここでは

もしています。

年寄りの皆さんの喜ぶ顔が見

す 顔が な
こでは何から何まで手作りし

ですよ。

議会を見に来ませんか !
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平戸
のののの

チカラ
このコーナーでは平戸を元気にするため各分野で活躍されている皆さんをご紹介します
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平戸市議会

とか い せん

渡 海 船

９月定例会

志々伎ヒューマンネットワーク

ほっとできる場所づくり

これからの活動は。これからの活動は。

主な活動を教えてください。主な活動を教えてください。

結成のきっかけは。

他にも活動していますか。他にも活動していますか。

活動して感じることは何ですか。活動して感じることは何ですか。

寄れ 息伎 気軽 立ち寄

は。 ▲朝市の様子

とかいせん
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注目①

注目③

注目②

９月定例会９月定例会９月定例会９月定例会９月定例会　

　９月定例会が９月５日から 20日までの 16日間の日程で開催され
ました。提案された報告５件、承認１件、議案 13件は、原案のとお
り承認・可決・同意しました。
　ほか決算認定議案 14件は、継続審査として決算特別委員会に付託
されました。

384万 3千円　

　商店街内に無料で利用できるWi-Fiを３カ所３台設置し、
誘客と滞在時間延長を図ります。
　また、防災カメラを７カ所11台設置し、防犯意識を高めま
す。ほかにも、まちゼミの開催や空き店舗を活用し、お客さ
んのニーズを把握し、利便性の向上を図ります。

にぎわいづくり支援事業

2,080万５千円　

　低コスト牛舎等２棟と、そのうちの１棟と併設
する放牧場を整備し、繁殖牛増頭を目指します。

肉用牛パワーアップ事業

３億4,174万円　
（工事費：３億3,174万円　測量委託料：1,000万円）

　４月～７月にかけての豪雨による、農地124カ
所、施設54カ所、合計178カ所の復旧にかかる工
事費および125カ所の測量業務にかかる委託料で
す。

農地等災害復旧事業

ここに注目 !ここに注 目 !ここに注 目 !ここに注 目 !ここに注 目 !
注目④

注目⑥

注目⑤

4,887万 5,678円　

　全国からの、ふるさと納税（災害寄附金）の
受付等を被災自治体に代わり代行することで、
いち早く寄附金を直接被災自治体に届けること
ができ、かつ被災自治体の業務が軽減される仕
組みを活用しました。

ふるさと応援寄附金推進事業

260万４千円　
　日常生活支援の際に、介護従事者の
負担が軽減される機器を導入する経費
を支援します。

介護ロボット導入促進事業

1,310万円　
（ICT化推進：1,200万円＋ビデオカメラ設置：110万円）
　保育システム等の購入経費を支援することで、保育所のICT
化を推進し、保育士の書類作成等業務負担を軽減します。
　また、カメラ設置にかかる費用を支援し、安全性を高めます。

保育対策総合支援事業

○熊本県・・・ 3,160万９,024円

○益城町・・・ 1,144万円

○御船町・・・ 88万６,000円

○大津町・・・ 205万８,000円

○西原村・・・ 288万2,654円

介護現場で活躍します。離れた場所でも安心・
安全に。

◉マット型センサー ◉パワーアシストスーツ

▲被災した農地のようす

木引田町商店街Wi-Fi 設置予定図木引田町商店街Wi-Fi 設置予定図木引田町商店街Wi-Fi 設置予定図
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今
後
も
要
介
護
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、国
は
介
護
費
用
を
削
減
し
つ

つ
快
適
に
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う「
介
護

予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」を
立

ち
上
げ
た
。本
市
は
来
年
４
月
よ
り
移

行
す
る
が
、事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

絞
り
、地
域
住
民
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

低
価
格
で
お
願
い
す
る
こ
と
が
増
え
る

た
め
以
下
の
疑
問
が
生
じ
る
。①
経
営
悪

化
・
規
模
縮
小
す
る
事
業
所
も
出
得
る

②
地
域
住
民
の
負
担
が
増
え
る
③
市
の

支
出
は
減
る
か
？

　　

①
事
業
所
に
と
っ
て
、
平
成
27
年
度

の
介
護
報
酬
の
見
直
し
に
続
く
大
変
厳

し
い
内
容
。
国
の
制
度
改
正
で
あ
り
、

市
独
自
の
財
政
支
援
は
難
し
い
が
事
業

所
と
の
連
携
は
不
可
欠
な
の
で
話
し
合

い
を
持
ち
、
平
戸
市
独
自
の
体
制
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。
②
住
民
組
織
等
に

よ
く
説
明
し
て
協
力
を
得
た
い
。
③
平

成
29
年
度
は
若
干
増
加
す
る
見
込
み
。

　
　

　
つ
ま
り
事
業
所
は
苦
戦
し
、住
民
も
今

以
上
の
協
力
を
要
さ
れ
る
が
、便
利
に
な

る
保
証
も
な
く
市
の
支
出
は
増
え
る
。何

を
目
指
す
の
か
？
意
義
と
成
果
を
し
っ

か
り
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　

内
部
で
十
分
検
討
し
対
応
し
た
い
。

　
　

　

こ
の
事
業
の
骨
格
と
な
る
地
域
包
括

ケ
ア
で
任
用
す
る
８
名
の
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
成
否
の
鍵
を
握
る
。

安
心
し
て
自
宅
療
養
す
る
た
め
に
は
医

療
、介
護
、介
護
予
防
等
の
専
門
家
と
地

域
の
協
力
が
不
可
欠
。生
活
支
援
や
住

ま
い
、財
産
の
管
理
ま
で
総
合
的
に
見
る

こ
と
も
あ
る
。多
く
の
社
会
資
源
が
上
手

に
連
携
す
る
に
は
社
会
福
祉
士
的
な
働

き
が
必
要
。月
額
18
万
円
の
報
酬
額
も

再
考
す
べ
し
。

　　

ご
指
摘
の
と
お
り
。
定
年
退
職
者
等

の
お
力
を
借
り
つ
つ
併
せ
て
考
え
た
い
。

　

統
括
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
市
役
所
内
部
組
織
の
た
め
、夜
間
週

末
の
対
応
に
難
あ
り
。職
員
が
数
年
で
異

動
す
る
損
失
も
甚
大
。内
部
に
専
門
家

を
育
て
る
か
、外
部
委
託
す
る
か
だ
。

　　

コ
ス
ト
や
今
回
の
制
度
改
正
も
含
め

外
部
委
託
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

　

ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
に
対
す
る
事
業

所
の
現
状
と
行
政
の
支
援
策
に
つ
い
て
問

う
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
伸
び
を
契
機
に
、平

戸
市
内
で
生
産
、加
工
さ
れ
た
産
品
の
種

類
は
豊
富
に
な
り
、ま
さ
に
全
国
に
誇
れ

る
平
戸
市
の
宝
と
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
宝
の
中
に
は
、旬
の
物

や
限
定
さ
れ
た
物
、ま
た
、大
量
に
生
産

で
き
る
物
や
少
量
し
か
生
産
で
き
な
い

物
も
あ
り
、こ
う
い
っ
た
産
品
の
販
売
先

の
確
保
が
生
産
者
の
意
欲
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
、行
政
の
支
援
策
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　　

ふ
る
さ
と
納
税
特
典
カ
タ
ロ
グ
に
よ

る
返
礼
品
シ
ス
テ
ム
は
、
市
の
財
源
確

保
と
い
う
直
接
的
な
効
果
以
外
に
も
、

市
内
の
産
業
振
興
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を

与
え
て
い
る
と
自
己
評
価
し
て
い
る
。

　

最
大
の
効
果
は
、
平
戸
産
品
が
全
国

に
通
用
し
、
多
く
の
消
費
者
に
喜
ば
れ

て
い
る
手
応
え
と
、
自
信
を
持
て
た
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

本
来
、
活
性
化
の
特
効
薬
な
ど
存
在

せ
ず
、
自
ら
が
悪
条
件
に
負
け
ず
、
反

骨
精
神
と
柔
軟
な
物
の
考
え
方
を
も
っ

て
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
生
き
生
き
と
輝
く
地
域
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

誰
し
も
現
状
に
甘
ん
じ
る
事
な
く
、

さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
し
、
お
客
様
に

喜
ん
で
も
ら
い
初
め
て
そ
の
対
価
で
あ

る
売
り
上
げ
が
得
ら
れ
る
。
商
売
や
経

営
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

　
（
仮
称
）平
戸
市
産
業
振
興
公
社
は
、

今
年
度
調
査
費
を
予
算
計
上
し
て
い
る

が
、現
在
の
検
討
状
況
を
問
う
。

　　

新
た
な
組
織
の
方
向
性
や
必
要
性
、

可
能
性
を
見
出
す
た
め
先
進
地
の
事
業

内
容
や
組
織
、
経
営
状
況
な
ど
を
探
る

こ
と
を
目
的
に
視
察
を
行
な
っ
た
。
全

国
的
に
団
体
の
経
営
は
厳
し
い
が
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
着
実
に
就
農
、
定
住

に
繋
げ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
基
に
、
組
織
、

事
業
内
容
、
人
員
配
置
な
ど
や
、
そ
れ

に
伴
う
財
源
確
保
を
総
合
的
に
精
査
し

新
た
な
組
織
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　
こ
の
夏
の
九
州
地
方
で
は
、記
録
的
な

猛
暑
日
を
更
新
し
、熱
中
症
に
よ
る
緊

急
搬
送
は
、統
計
を
始
め
た
２
０
０
５
年

以
来
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、林
野
火
災
等
が
昨
年
度
よ
り

多
く
発
生
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

そ
こ
で
、平
戸
市
で
も
水
稲
や
畑
作
物
、

畜
産
、漁
業
等
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る

が
、ど
の
よ
う
に
把
握
し
、ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
尋
ね
る
。ま
た
、市
民
生

活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
の
か
。

　　

農
業
部
門
の
影
響
は
、
基
幹
産
業
で

あ
る
水
稲
を
中
心
に
、
水
不
足
に
よ
る

生
育
不
良
や
収
量
の
減
少
、
品
質
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
、
か
ん
が
い
用
水
の
確

保
を
始
め
、
品
目
に
応
じ
た
被
害
低
減

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

水
産
関
係
の
影
響
は
、
表
層
部
分
の

水
温
が
30
度
を
超
え
る
日
が
確
認
さ
れ
、

一
部
の
養
殖
漁
場
で
は
、
マ
ア
ジ
な
ど

の
変
死
が
起
き
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

る
。

　　

肉
用
牛
の
飼
料
と
し
て
栽
培
さ
れ
て

い
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
水
稲
は
、
水
稲
同
様
に

水
不
足
よ
る
出
穂
の
遅
れ
、
茎
葉
の
立

ち
枯
れ
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
生

育
期
間
中
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
高
温

障
害
の
発
生
や
、
翌
年
度
の
収
穫
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
、
肉
用
牛
に
つ
い
て

は
体
力
消
耗
、
体
調
不
良
や
受
胎
へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ
る
。

　

今
年
の
火
災
発
生
件
数
は
、
８
月
末

ま
で
に
建
物
火
災
や
林
野
火
災
な
ど
30

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
小
雨
で

あ
っ
た
７
月
に
４
件
、
８
月
に
10
件
と
、

14
件
林
野
火
災
が
発
生
し
、
例
年
に
比

べ
多
発
し
た
。

　

ま
た
、
熱
中
症
に
よ
る
搬
送
も
25
件

あ
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
倍
増
し
た
。

　
　

　

小
、
中
学
校
に
お
い
て
体
育
館
や
教

室
が
40
度
以
上
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
が
心
配
さ
れ
る
が
、
空
調
設
備

は
設
置
で
き
な
い
の
か
。

　　

児
童
生
徒
の
健
全
な
教
育
環
境
の
整

備
の
観
点
か
ら
一
定
の
空
調
設
備
は
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
　

　

地
下
食
堂
の
閉
店
に
つ
い
て
は
、
駐

車
場
の
有
料
化
が
原
因
と
聞
い
て
い
る
が
、

実
際
有
料
化
に
し
て
本
庁
舎
前
は
従
来

の
３
分
の
１
程
度
、
第
２
駐
車
場
は
、

ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
状

の
利
用
状
況
は
い
か
が
か
。

　　

８
月
の
利
用
実
績
は
、
延
べ
７
千
１

８
６
台
、
う
ち
庁
舎
利
用
に
よ
る
無
料

台
数
が
約
86
％
の
６
千
１
５
６
台
、
有

料
の
台
数
が
約
14
％
の
１
千
30
台
、
料

金
合
計
額
は
、
30
万
１
千
９
０
０
円
で

す
。
な
お
、
食
堂
の
開
店
営
業
予
定
は
、

い
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

第
２
駐
車
場
の
３
分
の
１
程
度
を
女

性
職
員
優
先
の
月
極
め
に
し
、
今
借
り

て
い
る
遠
方
の
駐
車
場
と
交
換
す
れ
ば
、

治
安
上
か
ら
も
良
い
と
思
う
の
で
検
討

し
て
み
た
ら
い
か
が
か
。

　

次
に
交
付
税
の
算
定
逓
減
の
対
応
と

最
終
見
通
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考

え
で
あ
る
か
尋
ね
る
。

　　

財
政
運
営
上
の
大
き
な
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
普
通
交
付
税
の
合
併
算

定
替
の
特
例
措
置
は
、
段
階
的
逓
減
が

平
成
28
年
度
よ
り
始
ま
り
、
平
成
33
年

度
か
ら
一
本
算
定
に
な
る
。
臨
時
財
政

対
策
債
を
含
め
、
最
大
約
17
億
と
算
定

さ
れ
て
い
た
合
併
算
定
替
と
一
本
算
定

の
返
り
は
新
た
な
財
政
支
援
措
置
に
よ

り
、
平
成
28
年
度
の
算
定
で
は
、
約
８

億
５
千
万
円
ま
で
縮
減
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
28
年
度
普
通
交
付

税
の
算
定
は
、
段
階
的
縮
減
率
の
10
％

減
額
を
含
め
、
96
億
２
千
98
万
１
千
円

で
、
こ
れ
に
調
整
額
を
減
じ
た
交
付
額

は
、
96
億
１
千
77
万
９
千
円
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
１
億
１
１
９

万
９
千
円
で
、
１
％
減
少
と
な
る
。
引

き
続
き
行
政
改
革
や
財
政
健
全
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

 　　

法
定
外
公
共
物
（
未
登
記
等
）
の
農

道
・
水
路
の
災
害
に
、
市
民
が
困
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
農
業
を
支
え
る
意

味
で
も
支
援
が
必
要
で
は
。

　

現
状
の
法
令
で
は
、
そ
の
よ
う
な
特

例
措
置
は
難
し
い
現
状
で
あ
る
。
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一
般
質
問

委
員
会
報
告

視
察
報
告

問

問

問問

問

問

山田　能新議員

吉住威三美議員

答
市
長

答
消
防
長

答
市
長

答
市
長

答
市
長

答
総
務
部
長

問問

問問

問

近藤　芳人議員

竹山　俊郎議員

答
市
民
福
祉
部
長

答
産
業
振
興
部
長

答
産
業
振
興
部
長

答
市
民
福
祉
部
長

答
市
民
福
祉
部
長

答
市
長

答
市
長

平成28年9月定例会、7名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成28年9月定例会

●
福
祉
行
政
に
自
立
し
た
組
織
・
人
材
が
育
つ
よ
う
に
！

●
平
戸
産
品
の
販
売
先
の
確
保
と
支
援
策
を

●（
仮
称
）
産
業
振
興
公
社
の
検
討
状
況
は

●
今
夏
の
猛
暑
、
少
雨
の
影
響
は
ど
う
捉
え
・
ど
う

　

対
応
す
る
の
か
。

●
庁
舎
内
食
堂
営
業
再
開
は
（
駐
車
場
管
理
含
む
）

●
交
付
税
逓
減
の
対
応
と
未
登
記
農
道
・
水
路
の
災
害
時
の
対
応
は



※今回、賛否が分かれた案件はありませんでした。

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

従
事
者
数
が
著
し
く
減
少
し
、
65
才
以

上
の
方
々
は
、
全
体
の
43
％
と
高
齢
化

し
て
い
る
。
農
業
振
興
こ
そ
が
今
後
の

人
口
減
少
抑
制
対
策
の
柱
で
あ
る
と
思

う
が
。

　

担
い
手
不
足
、
低
所
得
な
ど
、
問
題

が
多
数
あ
る
と
思
う
が
、
農
業
所
得
を

増
す
た
め
に
は
〝
平
戸
〞
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
、
価
格
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
直
売
や
、
少
量
多
品
種
で
あ
れ
ば
、

コ
ス
ト
削
減
が
必
要
で
あ
る
。
将
来
、

道
路
整
備
が
進
む
と
平
戸
で
朝
取
れ
た

野
菜
、
水
産
物
が
福
岡
の
市
場
に
並
ぶ

時
代
が
来
る
。
そ
う
い
う
時
代
に
向
け

て
対
策
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

　

生
産
者
が
一
生
懸
命
に
や
ろ
う
と
思

え
る
、
生
産
意
欲
や
就
労
意
欲
を
高
め

る
よ
う
な
他
市
に
な
い
本
市
独
特
の
政

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

平
戸
市
園
芸
産
地
育
成
支
援
事
業
、

新
規
就
農
者
育
成
や
平
戸
式
も
う
か
る

農
業
実
現
支
援
事
業
の
推
進
や
国
や
県

の
事
業
を
活
用
し
、
園
芸
品
目
を
栽
培

す
る
農
家
の
所
得
ア
ッ
プ
と
経
営
安
定

に
努
め
た
い
。

　
　

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
は
、
農
業
集
落
、
農
地
の
維
持
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
大
き
く
役
立
っ
て
い

る
が
、
こ
の
制
度
は
年
度
初
め
に
事
業
が

開
始
さ
れ
、
交
付
金
の
支
払
い
は
年
度

末
で
あ
る
。
し
か
し
、
早
い
所
は
既
に
４

月
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
概
算

払
い
を
９
月
頃
に
半
分
す
る
と
、
地
域

の
共
同
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
し
、

会
計
な
ど
お
金
を
預
か
る
方
も
含
め
運

営
が
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
か
ら
の
交
付
決
定
が
早
ま
り
、
市

と
し
て
は
、
計
画
認
定
申
請
の
対
応
を

速
や
か
に
す
る
。
交
付
申
請
を
受
付
け

し
、
審
査
を
行
い
決
定
通
知
を
、
集
落

に
対
し
交
付
す
る
。 

　

さ
ら
に
、
交
付
金
請
求
を
受
付
け
し
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
（
10
月
中
旬
）

に
、
概
算
払
い
で
お
支
払
い
し
た
い
と

思
う
。

　
　

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
と
成
熟
社

会
の
到
来
、
高
度
経
済
成
長
時
代
の
終

焉
や
未
曾
有
の
負
の
遺
産
に
よ
る
財
政

難
に
よ
っ
て
、
日
本
は
し
ぼ
ん
で
い
く
時

代
を
迎
え
た
。

　
そ
の
対
策
に
地
方
創
生
が
求
め
ら
れ

る
中
、
農
村
の
豊
か
さ
や
魅
力
と
価
値

に
気
づ
き
始
め
た
若
者
た
ち
が
農
山
村

を
目
指
す
田
園
回
帰
の
現
象
が
起
こ
り
、

新
し
い
国
の
形
づ
く
り
の
始
ま
り
で
は
な

い
か
？

　
そ
れ
に
は
、
農
村
漁
村
と
都
市
の
間

に
人
・
物
・
金
、
情
報
の
豊
か
な
対
流

を
促
進
し
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

若
者
定
住
促
進
対
策
は
。

　
「
平
戸
市
移
住
定
住
住
環
境
整
備
事

業
補
助
制
度
」
を
設
置
し
活
用
し
た
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
数
は
53
人
、
う
ち
県
外
か

ら
の
移
住
者
が
41
人
で
県
内
２
番
目
の

実
績
が
あ
り
、体
験
移
住
が
で
き
る
「
ひ

ら
ど
暮
ら
し
体
験
」
を
実
施
中
。

　

新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

も
定
住
対
策
を
取
り
入
れ
た
い
。

　

地
方
産
業
の
低
迷
や
担
い
手
不
在
な

ど
公
社
設
立
の
期
待
は
大
き
い
。

　

農
地
管
理
型
・
担
い
手
育
成
型
・
産

業
関
連
型
な
ど
の
公
社
が
あ
る
が
、
旧

平
戸
市
畜
産
公
社
を
始
め
失
敗
例
が
多

い
中
、（
仮
称
）
平
戸
市
産
業
振
興
公

社
の
構
想
は
。

　　
（
仮
称
）
平
戸
市
産
業
振
興
公
社
は
、

農
業
担
い
手
確
保
・
育
成
を
業
務
の
根

幹
と
し
、
実
践
研
修
を
経
て
独
立
を
支

援
す
る
。

　

ま
た
、
販
売
促
進
策
と
高
付
加
価
値

化
並
び
に
収
益
の
安
定
化
の
た
め
、
平

戸
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
関
す
る
プ
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
企
業
誘
致
の
業
務

を
検
討
中
。

　

ま
ず
は
、
農
業
担
い
手
研
修
生
制
度

を
検
討
す
る
。

　

形
態
に
つ
い
て
は
、人
員
体
制
や
必
要

経
費
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、法
人
化
に

伴
う
メ
リ
ッ
ト・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
、

関
係
機
関
と
も
充
分
な
協
議
を
経
て
、

客
観
的
な
評
価
、判
断
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
た
い
。　　
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注
目

一
般
質
問

委
員
会
報
告

視
察
報
告

問問

問

松尾　　実議員

答
副
市
長

答
産
業
振
興
部
長

答
産
業
振
興
部
長

●

●
子
ど
も
医
療
費
、
全
国
自
治
体
の
５
割
、
６
割
が
完
全

　

無
料　

平
戸
市
で
も
年
２
千
万
円
で
可
能

●
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
改
修 

設
計
業
者
が
「
費
用
は
1・5
億
円

　

で
は
な
く
、
４
億
円
」
と
提
案

●
奨
学
金
・
災
害
対
策
な
ど
も
質
問

問問

問 問

問

問

山﨑　一洋議員

川上　茂次議員

答
市
長

答
市
民
福
祉
部
長

答
市
長

答
市
長

答
市
長

答
産
業
振
興
部
長

平成28年9月定例会、7名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成28年9月定例会

●
農
業
振
興
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度

　

の
概
算
払
い
を
）

　
　

　
　

　
　

厚
労
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
国

の
自
治
体
が
独
自
の
努
力
で
「
子
ど
も

の
医
療
費
は
無
料
」
を
実
施
。

　

市
区
町
村
は
全
国
に
１
千
７
４
１
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
小
学
校
入
学
前
の
子

ど
も
の
医
療
費
が
無
料
は
１
千
29
、
お

よ
そ
６
割
。
入
学
前
・
小
学
生
が
無
料

は
８
９
８
、
お
よ
そ
５
割
。
入
学
前
・

小
学
生
・
中
学
生
が
無
料
は
８
２
５
。

　

県
内
で
は
、
新
上
五
島
町
が
、
小
学

生
ま
で
無
料
。
中
学
生
ま
で
拡
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

平
戸
市
も
子
ど
も
の
医
療
費
は
無
料
に
。

　　

県
内
他
市
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
。

　

平
戸
で
無
料
に
し
た
時
の
費
用
は
。

　

対
象
が
、小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も

な
ら
約
１
千
６
０
０
万
円
、中
学
生
ま
で

な
ら
約
２
千
３
０
０
万
円
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
改
修
は
、
今
で
も
市
議

会
で
は
未
承
認
。
テ
レ
ビ
放
送
は
昨
年

９
月
。
市
議
会
で
の
最
初
の
説
明
会
が

10
月
。
２
回
目
は
今
年
６
月
。

　
２
回
目
の
説
明
会
で
、
設
計
業
者
・

テ
レ
ビ
局
側
の
提
案
が
１
億
５
千
万
円

か
ら
４
億
円
超
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
こ
の
間
の
市
の
対
応
は
、
市
議
会
を

な
い
が
し
ろ
に
し
た
も
の
。

　

テ
レ
ビ
放
送
で
、事
業
費
・
外
観
・
デ
ザ

イ
ン
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。改
修
費
が
４
億
円
を
超
す
こ
と
は

３
月
に
示
さ
れ
た
。

　　

日
本
の
学
費
は
世
界
一
高
い
水
準
。

欧
州
な
ど
で
は
、
学
費
は
無
料
か
低
額

で
返
済
不
要
の
給
付
奨
学
金
も
充
実
。

　

平
戸
市
に
も
奨
学
資
金
貸
付
の
制
度

が
あ
る
。
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ

う
改
善
す
べ
き
で
は
。

　　

検
討
す
る
。

●
若
者
定
住
促
進
対
策
を
問
う

●（
仮
称
）
平
戸
市
産
業
振
興
公
社
構
想
を
問
う

９
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11
12
13
３
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専決処分の報告について
平成 27 年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
公益財団法人平戸市振興公社の経営状況を説明する書類の提出について
平成 27 年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の報告について
専決処分の報告について
専決処分の承認を求めることについて
平成 27 年度決算認定について        
（一般会計）        
（特別会計：給与・国保・後期高齢・介護・農集・宅地開発・いさりびの里・電気・駐車場・工業団地）
（事業会計：水道・病院・交通船）
平戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
平戸市教職員住宅条例の一部改正について
平成 28 年度平戸市一般会計補正予算（第３号）
　　　　〃　　　　国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　介護保険特別会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第２号）
公有水面埋立免許出願に係る意見について
市有財産の無償譲渡について
長崎県市町村総合事務組合規約の変更について
人権擁護委員候補者の推薦について
平戸市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

結　果

報告済

承　認

継続審査
（注）

原案可決

支障なし
同　意

９月定例会で審議された案件と結果
件　　　　　　　　　　　　名番号

（注）継続審査とは：当該定例会の会期中に議了できない事件のうち、定例会閉会中も委員会で引き続き審査すること。

報告

承認

議案



●
承
認
第
３
号
、専
決
第
17
号
「
平

　

成
28
年
度
平
戸
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）」

▼
農
地
等
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て

本
年
４
月
か
ら
７
月
に
起
き
た
豪

雨
に
よ
る
災
害
の
復
旧
費
お
よ
び

測
量
業
務
委
託
料
で
あ
り
ま
す
が
、
事

業
費
が
併
せ
て
３
億
４
千
１
７
４
万
１

千
円
と
多
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て

を
専
決
処
分
と
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
か
。

６
月
お
よ
び
７
月
に
発
生
し
た
災

害
に
つ
い
て
は
８
月
末
か
ら
９
月

末
に
か
け
て
国
の
災
害
査
定
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
、
９
月
補
正
予
算
に
回
し

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省

す
る
部
分
も
あ
る
。

　

今
後
は
災
害
の
発
生
時
期
や
被
災
の

状
況
、
復
旧
へ
の
対
応
見
込
み
、
国
の

本委員会に付託を受けた案件は、承認１件、議案２件で、審査の結果はい

ずれも異議なく、原案のとおり承認および可決しました。

本委員会に付託を受けた案件は、承認１件、議案３件で、審査の結果は、

いずれも異議なく、原案のとおり承認および可決しました。

産業建設常任委員会 委員会報告
●
承
認
第
３
号
、専
決
第
17
号
「
平

　

成
28
年
度
平
戸
市
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）」

▼
専
決
処
分
に
つ
い
て

本
年
４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
に
伴

う
も
の
で
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
専
決
処
分
を
行
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
専
決
処
分
が
で
き
る
の
は
、

「
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
き
」
と

さ
れ
て
お
り
、
崩
落
し
た
土
砂
の
撤
去

や
早
急
な
復
旧
に
必
要
な
経
費
と
し
て

専
決
し
た
こ
と
は
一
定
理
解
す
る
も
の
の
、

工
事
請
負
費
で
今
後
発
注
さ
れ
る
も
の

は
、
９
月
補
正
で
も
十
分
間
に
合
う
も

の
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

確
か
に
９
月
補
正
で
間
に
合
っ
た

部
分
も
あ
る
が
、
４
月
か
ら
７
月

ま
で
に
起
き
た
災
害
の
予
算
規
模
等
が

ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
か
を
示
す
上
で

も
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
、
予
算
は

１
年
間
の
見
込
み
を
立
て
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
全
体
の
額
で
専

決
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
議
会
を
軽
視
す
る
意
図
は
な

く
、
今
後
に
つ
い
て
も
安
易
に
専
決
す

る
つ
も
り
は
な
く
財
政
運
営
上
も
十
分

気
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】

■
委
員
会
要
請　

　

専
決
は
最
終
的
に
は
市
長
の
政
治
的

責
任
と
な
る
の
で
、
安
易
に
専
決
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
緊
急
を
要
す
る
部
分

の
専
決
と
補
正
は
、
厳
格
に
分
け
て
行

う
よ
う
委
員
会
と
し
て
も
要
請
し
た
。

●
議
案
第
77
号
「
平
成
28
年
度
平
戸

　
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」

▼
普
通
交
付
税
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
普
通
交
付
税
決
定
と
臨
時

財
政
対
策
債
の
状
況
は
、
平
成
28
年
度

普
通
交
付
税
の
決
定
額
が
96
億
２
千
98

万
１
千
円
で
昨
年
よ
り
９
千
99
万
７
千

円
の
減
額
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
１
億

５
千
47
万
９
千
円
の
減
額
で
、
合
わ
せ

て
約
２
億
５
千
万
円
の
一
般
財
源
の
減

額
と
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】

▼
企
業
等
施
設
整
備
費
に
つ
い
て

水
道
事
業
会
計
繰
出
金
の
「
統
合

水
道
に
係
る
統
合
前
の
簡
易
水
道

の
建
設
改
良
に
要
す
る
経
費
」
に
関
し
、

簡
易
水
道
事
業
統
合
の
期
限
延
長
に
伴

い
事
業
費
が
大
き
く
変
更
し
た
こ
と
に

よ
る
減
額
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

要
因
は
。

簡
易
水
道
事
業
統
合
は
、
も
と
も

と
平
成
30
年
度
ま
で
の
事
業
計
画

を
立
て
て
い
た
が
、
平
成
28
年
度
を
も

っ
て
国
の
補
助
が
終
わ
る
と
の
通
知
が

あ
り
、
前
倒
し
で
全
て
平
成
28
年
度
に

予
算
化
し
て
い
た
も
の
を
、
今
回
、
国

の
補
助
が
延
長
さ
れ
こ
と
を
受
け
、
当

初
の
計
画
ど
お
り
平
成
30
年
度
ま
で
の

事
業
計
画
に
戻
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
事
業
の
繰
り
延
べ
に
よ
り
充

当
財
源
で
あ
る
過
疎
債
の
有
効
活
用
も

で
き
る
。

水
道
事
業
会
計
繰
出
金
の
「
上
水

道
の
高
料
金
対
策
に
要
す
る
経

費
」
の
補
正
要
因
は
何
か
。

昨
年
度
ま
で
は
繰
出
基
準
に
達
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
平
成
28
年
度

繰
出
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
補
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】

▼
常
備
消
防
費
の
職
員
給
与
費
に
つ
い
て

共
済
費
の
減
額
の
主
な
要
因
は
何

か
。

共
済
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
職
員
の
年
金
・
保
険
に
か
か
る

負
担
金
と
、
退
職
さ
れ
た
公
務
員
の
年

金
の
財
源
を
追
加
費
用
と
い
う
形
で
負

担
し
て
い
る
。

　

今
回
の
減
額
補
正
は
、
追
加
費
用
に

係
る
率
の
変
更
に
よ
る
減
額
が
主
な
要

因
で
あ
る
。

【
消
防
本
部
】

■
委
員
会
要
請

　

今
回
提
出
さ
れ
て
い
る
議
案
第
77
号

「
平
成
28
年
度
平
戸
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）」
に
は
、
常
備
消
防

費
の
他
に
も
、
複
数
の
費
目
で
人
件
費

の
補
正
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
給
与
管

理
特
別
会
計
が
今
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
、

職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て
全
体
的
に
審

議
す
る
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
担
当
部
署
に
詳
細
な
説
明
を
求
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
職
員
人
件
費
に
つ

い
て
は
総
務
部
総
務
課
で一
括
し
て
の
事

務
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各

部
署
で
は
詳
細
ま
で
は
把
握
で
き
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
明
確
な
答
弁
が
得

ら
れ
ず
審
議
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、

こ
れ
ま
で
の
給
与
管
理
特
別
会
計
の
よ

う
な
審
査
の
場
を
ど
こ
で
作
る
の
か
、

総
務
部
と
し
て
も
十
分
検
討
す
る
よ
う

強
く
要
請
し
た
。

　
　
（
文
責　

田
島　

輝
美
委
員
長
）

災
害
査
定
の
時
期
、
早
期
復
旧
の
た
め

の
入
札
時
期
等
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

議
会
の
開
催
時
期
を
見
極
め
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

【
産
業
振
興
部
農
林
課
】

▼
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
に
つ
い
て

春
日
集
落
に
あ
る
６
つ
の
墓
地
群

の
測
量
調
査
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
何
を
目
的
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

無
許
可
で
墓
地
に
侵
入
さ
れ
る
な
ど
問

題
に
な
ら
な
い
の
か
。

本
年
９
月
か
ら
「
長
崎
と
天
草
地

方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
が
、
構
成
資
産
の
あ
る

全
域
で
同
様
の
調
査
が
行
わ
れ
、
推
薦

書
の
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
。
そ
し
て
登
録
を
仮
定
し
た
そ
の

後
の
保
存
管
理
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
を
行
う
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　

墓
地
へ
の
侵
入
に
対
し
て
規
制
を
か

け
る
か
は
、
今
後
地
元
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。【

文
化
観
光
部
文
化
交
流
課
】

●
議
案
第
81
号
「
平
成
28
年
度
平

　

戸
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）」

国
は
条
件
付
き
で
簡
易
水
道
事
業

統
合
の
３
年
間
の
延
長
（
平
成
31

年
度
ま
で
）
を
認
め
る
決
定
を
し
た
が
、

本
市
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成
28

年
度
当
初
に
計
画
さ
れ
て
い
た
事
業
が

ど
の
よ
う
に
計
画
変
更
さ
れ
る
の
か
。

国
の
決
定
を
受
け
て
、
平
戸
上
水

道
統
合
整
備
事
業
お
よ
び
田
平
地

区
統
合
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
平

成
30
年
度
（
２
年
間
の
延
長
）
に
事
業

完
了
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

【
水
道
局
】

（
文
責　

山
本　

芳
久
委
員
長
）

本雨
Q

春の
Q

水水
Q

６害

Ａ
本豪
Q

確部

Ａ

国統
Q

国道

Ａ
水道
Q

共か
Q

昨て

Ａ
共の

Ａ

簡と

Ａ
本方

Ａ

総務常任委員会

▲春日の棚田

▲被災した溜め池

8
とかいせん2016. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
9 2016. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん

こ
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質
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委
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報
告

視
察
報
告

こ
こ
に
注
目

一
般
質
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委
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報
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報
告

　本会議 ・ 委員会当日の生中継や過去の本会議録画映像 （平成１９年９月定例会以降） を
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像



度
島
町
教
職
員
住
宅
２
戸
お
よ
び

大
島
村
教
職
員
住
宅
３
戸
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
の
う
え
、
今
後
も
入
居

者
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
用
途
廃

止
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
の

方
針
と
し
て
、
用
途
廃
止
す
る
教
職
員

住
宅
は
全
て
解
体
す
る
の
か
。

基
本
的
に
は
解
体
す
る
方
針
で
あ

る
が
、
要
望
が
あ
れ
ば
状
況
を
見

な
が
ら
対
応
す
る
。

　

度
島
町
教
員
住
宅
（
１
棟
２
戸
）
に

つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
に
無
償
譲
渡

す
る
議
案
（
議
案
第
84
号
「
市
有
財
産

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
」）
が
原
案
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
・
学
校
教

育
課
】

▼
障
害
児
支
援
事
業
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
に
新
た
に
開
所
し

た
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
で
は
、

生
活
能
力
向
上
の
訓
練
や
社
会
と
の
交

流
促
進
を
図
る
た
め
の
訓
練
を
行
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
利
用
者
の

送
迎
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

平
日
の
放
課
後
は
、
事
業
所
の
職

員
が
学
校
に
利
用
者
を
迎
え
に
行

き
、
事
業
所
で
の
訓
練
後
、
自
宅
ま
で

送
っ
て
い
る
。
な
お
、
土
曜
日
は
自
宅

か
ら
事
業
所
ま
で
の
送
迎
を
行
な
っ
て

い
る
。

【
市
民
福
祉
部
市
民
課
】

▼
小
規
模
保
育
整
備
事
業
に
つ
い
て

入
所
児
童
が
多
い
平
戸
北
部
地
区

に
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
児
童

を
受
入
れ
る
事
業
所
が
新
た
に
整
備
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
事
業
所

で
休
日
保
育
は
可
能
か
。

０
歳
児
は
３
人
に
対
し
１
人
、

１
・
２
歳
児
は
６
人
に
対
し
１
人

保
育
士
が
必
要
と
い
う
基
準
が
あ
る
の

で
、
保
育
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
可
能
だ
が
、
勤
務
体
制
な
ど
の
関

係
も
あ
り
、
相
当
な
需
要
が
な
い
と
難

し
い
。

【
市
民
福
祉
部
福
祉
課
】

▼
田
平
北
小
学
校
施
設
整
備
事
業
に

　

つ
い
て

普
通
学
級
が
、
現
在
の
８
学
級
か

ら
平
成
29
年
度
に
は
10
学
級
に
増

え
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
目

的
教
室
を
普
通
教
室
２
教
室
に
改
修
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
多
目
的
教
室

の
代
替
教
室
は
必
要
な
い
の
か
。

現
在
、
多
目
的
教
室
は
比
較
的
利

用
頻
度
が
低
い
の
で
、
特
段
の
支

障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

同
校
は
、
建
設
さ
れ
て
間
も
な
い
が
、

計
画
時
に
教
室
数
が
不
足
す
る
可

能
性
を
予
測
で
き
た
の
で
は
な
い
の
か
。

学
級
数
は
１
学
級
あ
た
り
の
最
大

児
童
数
で
算
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

平
成
22
・
23
年
度
の
建
設
当
時
は
国
基

準
で
算
定
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら

県
基
準
で
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
が
、
教
室
数
が
不
足
す
る

要
因
と
な
っ
た
。

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
・
学
校
教

育
課
】

▼
読
書
推
進
事
業
に
つ
い
て

公
共
図
書
館
や
学
校
図
書
館
を
使

っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
コ
ン
ク
ー

ル
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
自
由
な
テ
ー
マ
で
興

味
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
図
書
を
使
っ

て
調
べ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
１
人
１
点

を
地
域
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
い
た

だ
く
。

　

そ
の
後
審
査
を
行
い
、
大
人
の
部
、

子
ど
も
の
部
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
作
品
を
表

彰
し
、
応
募
作
品
全
体
か
ら
２
作
品
を

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
す
る
。

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】
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）
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文教厚生常任委員会
●
議
案
第
76
号
「
平
戸
市
教
職
員 

　

住
宅
条
例
の
一
部
改
正
」

　８月23・24日、福岡県筑紫野市議会・須恵町議会へ、“議会だよりリニューアルの経緯や編集

方法および Facebook の活用方法”・“被写体の選考の方法”について学ぶため視察を行いました。

　紙面づくりの上で、市民のみなさんの目に留まり、分かりやすい表現で、いかに読んでもらうかな

ど、読み手を意識した構成をしており、非常に学ぶ事が多い視察となりました。

　今後とも、「読んでもらえる議会広報づくり」を目指し、委員会一丸となり努力していきます。　

主な所感主な所感
　見出しと写真を使ったり、　見出しと写真を使ったり、
余白を適度にとることを学んだ。余白を適度にとることを学んだ。

主な所感
　見出しと写真を使ったり、
余白を適度にとることを学んだ。

　現在の「文字中心」の紙面から、「手に取って　現在の「文字中心」の紙面から、「手に取って
見よう」と思ってもらえるようなレイアウトに工夫見よう」と思ってもらえるようなレイアウトに工夫
が必要と感じた。が必要と感じた。

　現在の「文字中心」の紙面から、「手に取って
見よう」と思ってもらえるようなレイアウトに工夫
が必要と感じた。

　８月 18・19 日に長崎県市議会議長会・
議員研修会を本市で開催しました。
　議員研修会では、県内約 180 人が参加し
「議会改革」をテーマにした講演会を行い
ました。 講演する山梨学院大学　江藤教授

委員会報告

●
議
案
第
77
号
「
平
成
28
年
度
平
戸

　

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」

本委員会に付託を受けた案件は、

議案8件で、審査の結果はいずれ

も異議なく、原案のとおり承認お

よび可決しました。

議会広報特別委員会議会広報特別委員会
視察報告視察報告

議会広報特別委員会議会広報特別委員会
視察報告視察報告

議会広報特別委員会
視察報告

議会活動報告
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